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土佐への懸け橋 

                発行日 令和 3年 2月吉日 

                高知大学・高知県立大学剣道部 

 

卒業生の皆さんへ 

 

高知大学剣道部 師範  吉本 貢 

 

 新年 おめでとうございます。 

 年の始めは、誰もがこうしたい、こうしようと目標を立て、今年は頑張ろう

と思うものです。昔から「一年の計は元旦にあり」といってその年の計画は、

年の始めに決めておくことが良いと言われています。皆さん（学生も）は、ど

うですか？決めていますか？ 

 剣道についても、試合では勝ちたい、そのために稽古したいが、いろいろな

事情や障壁があって、思うようにできないことがあります。特に最近、とてつ

もない大きな問題となっている、「新型コロナ」の感染が県内・全国(世界)的

に増えており、毎日、新聞やテレビで報道されています。大変な時期で、剣道

どころではないとも思われます。学生は当分のあいだ部活動は禁止で、やりた

くても出来ないという可哀相な状況です。高知の武道館も年末・年始は、一か

月間稽古が出来ませんでした。(1 月 18 日から再開) OB・OG の皆さんはどうで

すか？どこでも竹刀の音が聞こえてくるように、早くなってほしいものです。 

 昨夏の九州豪雨による球磨川の氾濫で、友人のいる人吉市が被災しました。

今冬雪国では、記録的な豪雪による事故死等の災害がありました。 

 今年は良い事が多い丑年となって、剣道等が以前のように、当たり前の事が

当たり前に、できるようになることを願っております。 
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コロナ禍の今、“ニーバーの祈りの言葉”に学ぶ 

 

矢野 宏光（高知大学体育会剣道部監督・教育学部教授） 

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大によって、大学の授業は対面授業からオ

ンライン授業に切り替わり、課外活動は制限され、剣道部員の生活も激変し

ています。令和2年度の学生剣道連盟が主催する公式大会は、中四国大会も全

日本大会も含めてすべて中止となりました。学生剣道史上、初めてのことで

す。 

 このような長期にわたる自粛と制限が続いた結果、いま“心身の不調”を

訴える人が激増しています。これを引き起こしている原因に「ストレス」が

あげられますが、ストレッサー（ストレスの要因となる刺激）は多様で人そ

れぞれです。特にストレスの厄介なところは、「自分で気づきづらい」とい

う点です。ストレスのサインに気づかず、自覚症状が出たときにはかなりの

重症になっていて、すでにうつ病や心身症に発展しているケースも珍しくあ

りません。 

 部活動やサークルに所属していない新入生のなかには、親しい友人もでき

ないまま、心身が不安定な状態に陥っている学生も少なくありません。剣道

部員はこのような特別な状況に至って改めて、心細さや苦しさを分かち合え

る剣道部の先輩や仲間がいることの有難みを実感していることでしょう。 

このコロナ禍で心健やかに生活するカギは、そのストレスが自分の力で「

変えられるものかどうか」を判別することに他なりません。変えられないも

のにどれだけエネルギーを費やしても解決には至らないことを認識する必要

があります。つまり、変えられるものにエネルギーを向けることこそ賢明な

選択といえるのです。 

出口の見えない苦しい状況に直面したとき、『平安の祈り(The Serenity P

rayer) 』という言葉が思い出されます。これはアメリカの神学者であり倫理

学者の「ラインホールド・ニーバー（1892-1971）」がマサチューセッツ州の

小さな教会で説教したときの祈りの言葉です（Niebuhr, 1943）。 

神よ、「変えられないものを受け入れる落ち着き」と 

「変えられるものを変えていく勇気」と 

「その二つを見極めるかしこさ」を私にお与え下さい 
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 教会での説教のあと、新聞で取り上げられたこの言葉は、のちにアルコー

ル依存症者のミーティングの最後に唱える言葉となり、現在では一般にも広

く知られるようになりました。わずか３つのフレーズで構成された『平安の

祈り』ですが、苦境のなかでも人生をより良く生きていくための教訓が集約

されています。 

コロナウイルスによって大きく変わってしまった日常も生活様式も、事実

として受け入れることから始まります。いくらコロナ以前の生活を懐かしん

でも現状はなんら変わりません。しかし、人類の努力によってこれから変え

ていけることもあるはずです。少なくとも、自分自身の「心の世界」では考

え方や態度を変えることで状況を変化させることが可能なのです。そして、

“変えられないこと”“変えていけること”の二つを見極める力こそ、いま

コロナ禍に生きる我々に必要ではないでしょうか。 

 剣道部の活動も未だ制限された状態が続いていますが、我々には、焦らず

今できることを粛々と続けていくことが大切なのです。しばらく我慢は続き

ますが、そのうち状況が好転することを私は信じています。 

また、皆さんにお目に掛かって、一緒に剣を交えられることを楽しみにし

ています。このご時世、どうぞお身体には十分ご自愛下さい。 

令和三年二月 

 

【「コロナ禍のストレスマネジメント」について、月刊剣道時代4月号・5月号（発売日2021年02月

25日、03月25日）に連載中の「こころの強化書」第145・第146回にもう少し詳しく書く予定でおり

ますので、ご興味のある方はご参照下さい】 

 

 

速 報 
「土佐への懸け橋」の校正間際になって、たいへん嬉しいニュースが飛び

込んできました！ 

女子主将の藤井梨衣が鳥取県代表として、第 59 回全日本女子剣道選手権

大会に出場することになりました（開催日:2021 年 03月 14 日（日）、会場

名:ホワイトリング 長野市真島総合スポーツアリーナ）。高知大学剣道部の

歴史上、皇后杯出場は「初」ではないでしょうか。現在、藤井と練習パート

ナーの竹中、矢野の 3 名で全日本大会入りする計画で進めています。 

今年は警察官の全日本出場が認められていないため、いったい誰が勝つか

予想がつかない展開です。どうぞ、当日のテレビ中継にご注目下さい。 
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【令和３年度 年間活動予定】 
 

 

 

 

3 月 第 59 回全日本女子剣道選手権大会 

（14 日 於：ホワイトリング長野市真島総合スポーツアリーナ） 

5 月 第 68 回中四国学生剣道選手権大会 

第 53 回中四国女子学生剣道選手権大会 

（16 日 於：愛媛県武道館） 

第 66 回西日本学生剣道大会 

       （22 日 於：久留米アリーナ） 

第 36 回西日本女子学生剣道大会 

（23 日 於：久留米アリーナ） 

7 月 第 55 回全日本女子学生剣道選手権大会 

第 15 回全日本女子学生剣道東西対抗試合 

       （3 日 場所は未定） 

第 69 回全日本学生剣道選手権大会 

第 68 回全日本学生剣道東西対抗試合 

       （4 日 場所は未定） 

9 月 第 68 回中四国学生剣道優勝大会 

第 48 回中四国女子学生剣道優勝大会 

（5 日 於：岡山市総合文化体育館） 

10 月  第 68 回全日本学生剣道優勝大会 

（17 日 於：エディオンアリーナ大阪） 

第 41 回中四国学生剣道新人大会 

（31 日 於：福山市総合体育館） 

11 月 第 39 回全日本女子学生剣道優勝大会 

（7 日 於：春日井市総合体育館） 

12 月 第 15 回全日本学生剣道オープン大会 

（11～12 日 於：福山市総合体育館） 
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【ＯＢ・ＯＧの皆様へ】 

 

 多くのご支援をありがとうございました。心から感謝申し上げます。 

 今年度、学生一同は「新型コロナウイルス」の影響により部活動がこれまでのようにで

きず、現在も部活動禁止というようになっております。加えて、今年度は一度も対外試合

をすることがなく、1 年が終わろうとしています。非常に残念ですがこればかりは仕方あ

りません。しかし、日本においてもワクチンが開発されるなど，少しずつですがコロナへ

の耐性ができてきているようにも思います。来年度は，すべての試合が開催されることを

願うとともに，開催された場合にはすべての大会において上位の成績を残すことができる

ように頑張っていきたいと思います。 

 高知大学・高知県立大学剣道部は今まで以上に一丸となり、この状況を乗り越え、今後

の活動に精進していきたいと考えております。 

 これからもご支援の程よろしくお願い致します。 

 

高知大学・高知県立大学剣道部一同 

 

 

 

【活動費をご支援頂きました先輩方】 

（※敬称を省略して記載させて頂いております） 

 

※土佐への架け橋 令和元年 10月発行以降にご支援いただいた方の順番になっております。 

 

公文ひとみ 三好貴士 安岡孝 山﨑昌徳 谷岡昭雅 石原悦男 小阪祐貴 木村吉男 

正木文男 山口信彦 山岡勝平 長野祐樹 中島英智 田中茂 高口茂雄 田中靖二 

竹本義信 城野達也 塩田哲夫 寛藤紗妃 長沼孝 西山雅子 井上賢二 島本明  

篠原真弓 篠原暁夫 西本憲弘 米田進 浅田琴加里 中野達也 加藤勝正 松浦桃吾 

谷口生知 戸田昌廣 脇本育子 木村慶吾 澁谷知加 小松美智子 坂上康博  

橋田速生 関伸吾 清水悟 植月則幸 門田悦郎 渋浦明子 高市紗代 衣川誠一郎 

小川和真 岡山真輔 秋田裕太 三好康人 土江博 香河誠輝 富谷忠明 矢野ゆかり 

松原峰雄 林範行 清水雄太 

 

多くのご支援をありがとうございました。心から感謝申し上げます。 


